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山田 格 (新潟大 ･医 )
3カ年のテーマ研究を通じ､筆者がヒトで提起
した ｢浅指屈筋は単一の筋ではなく2群の筋原基
の癒合によって形成される｣という仮説の検定を
試みた｡昨年度までのNycticebus等の原猿と今
年度の類人猿2種(Pan,Po喝))の所見から筆
者の仮説が適用できることが示された.ここでは
類人猿2種の所見と3カ年皮の総括を報告する.
Pan,Pong)とも践指屈筋はヒト同様5筋束か
ら成る｡ヒトでは浅層に第皿･Ⅳ指筋束､深層に
第皿･Y指筋宋嘩 己列し第Y指筋束は節皿指の二
虚筋の中間腰から起るが､大型類人投では第m･
Ⅳ･Y指筋束が浅層にあり､深層は第皿指筋束の
みからなる｡第 †指筋乗は中間艇に起始をもたな
い｡第n指軍束の近位筋腹と遠位筋股とはPongo
では明瞭に中間腰で隔てられるが､Panでは一見
完全に連続している点が顕著な差異である｡この
近位筋腹には本来の神経に加え尺骨神超も分布す
るがこれは原投では恒常であり､ヒトでは変異例
として小数例認められる状態に等しい｡
浅指屈筋の所見をまとめると､ヒトでは践屑に
第皿･Ⅳ指筋東が並列するが深層は第皿･Y指筋
束が､中間戯を介し近位筋腹と連なる｡肪束構成
や支配神経の所見から深層の近位筋腹はその他の
筋束とは独立であ･O､その他の筋腹t糊 の､
系統的にいう短指屈筋に相当する筋原?A;が発生の
経過で前腕をさか上って深層の近位筋腹と臆合し
たと考えられる｡大型類人猿では窮T指筋束が浅
眉に位置し､深層の中間艇と関係をもたない｡原
猿では深層の近位筋腹とその他の筋股が近遠位方
向に遵なるという差はあるが､いずれの場合も践
指屈筋が単一のものではないことが重要である.
結論として前腕屈筋群は①円回内筋 ･横側手根
屈筋､⑧浅指屈筋第皿指近位筋腹 ･長掌筋､③深
指屈筋(･長母指屈筋 )･方形回内筋､④第皿指
近位筋腹以外の浅指屈筋の4群に分類され､④は
手掌の筋との関連が深い｡
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